





























第 36 回国際日本文学研究集会「再生の文学－日本文学は何を発信できるか－」プログラム …























































































































































































































































進め、2012 年 5 月7 日にシステム更新した nihuINTと、人






































































索 結 果 分
類 を 示 す。







































スト化のための課題が多く、2012 年 8 月以前、データベ スー
での閲覧・検索の対象は、「天部」、「歳時部」、「地部」、「稱量
部」の 4 部の公開に留まっていた。
2012 年 8 月、『古事類苑』全体を検索対象とすることを目指
した、全文・抜粋検索版データベ スーを公開した。この新しい
データベ スーは、全文検索版データベ スーを更新して、「神 部」
など22 部の抜粋テキストも検索できる。更新前の全文検索版
データベ スーが検索対象としていた4 部の全文テキストも検索
























































平成２４年９月３日 ( 月 ) にパレスホテル立川（立川市曙町）で授賞式を開催しました。
授賞式では、選考委員会の鉄野昌弘委員長（東京女子大学現代教養学部教授）から選考の経緯について報告があり、
その後、選考委員から受賞者の業績について講評がありました。

















































にひそむ力』、2011 年 5 月、三弥井書店、所収）および「無住における和歌―『沙石集』の増補改訂と詠歌活動―」（長











  同（二）「職人歌合」の世界 第七部  「評判」の様式　




















































































































　③近世文学における楠正成伝説の再生 ― 南朝復興の物語への転換をめぐって ― 14:10～14:40
　　李　忠澔（高麗大学校非常勤講師） 
【休憩（10分）】 14:40～14:50





































































日　　時	：	 平成 24 年１２月８日（土）１３時～１６時
場　　所	：	 エッサム神田ホール（東京都千代田区神田鍛冶町）
テ ー マ	：	 近代文学
講　　師	：	 谷川　惠一　（国文学研究資料館教授）　「明治の時間・明治の文学」

















































〒 190-0014  東京都立川市緑町 10-3
Tel.050-5533-2910  Fax.042-526-8604




11 月 12 月 1 月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 1 1 2 3 4 5
4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12
11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19
18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26
25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31
30 31
★４月から平日の開館時間が９：３０～１８：００になりました。御注意ください。
●開館 ９：３０～１８：００　●請求受付 ９：３０～１２：００，１３：００～１７：００　●複写受付 ９：３０～１６：００
ただし、土曜開館日は、




多色摺摺物。1 枚。縦 34，9㎝×横 46，5㎝。安永 8 年（1779）秋頃制作。
絵師未詳。
歌舞伎役者の俳諧摺物としてはごく初期のもの。初代嵐吉三郎が大坂の贔
屓に暇乞いのために配布した摺物で、吉三郎は安永 8 年 11 月の顔見世興行か
ら、京都の南側芝居に出演することになっていた。初代吉三郎の俳名は「里環」。
山科扇花とは、役者の山科槌五郎。二斗庵は著名な俳人で、句集『天明七年丁
未歳旦』には数多くの歌舞伎役者の句が載せられている。1770 ～ 80 年には、噺の会でも活動する。図は火桶で土
製の手焙。上に和紙を貼ってひびが入らないようにしている。覆いには唐子扇面図や白梅図が配され、繊細なデザイ
ンである。寒さにむかう時期に相応しい配り物である。（山下則子）
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。
